
扶養の範囲内で働く場合は社

会保険上の壁、税法上の壁の2

つがありますが、今回は社会保

険の扶養の範囲について説明を

詳しく聞きました。特に扶養の

計算方法を学ぶ様子は皆さん、

とても真剣でした。今後、手取

りの現金を優先して扶養の範囲

内で働くのか、将来を見据えて

扶養から外れて働くのか、よく

よく家族と話し合った上で、進

むべき方向に舵を切ることも大

切だと学びました。

・103万円の壁、106万円の壁の違いを理解することができました。

・パートで扶養を抜けるかどうか迷っていました。手取りの金額だけの判断

ではなく、家族の状況を踏まえたうえで、将来を考えようと思いました。

・扶養について考える機会が出来て良かったです。先生の体験談、

モチベーションについてのお話が聞けて良かったです。

参加者の声

扶養の範囲が
これでスッキリ


